
野
丈
吉
と
い
う
名
を
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
。
日
本
で
初
め
て
西
洋

料
理
専
門
店
を
開
い
た
人
物
で
あ
る
。

　

丈
吉
と
西
洋
料
理
と
の
出
合
い
は
長
崎

の
出
島
。
貧
し
い
農
家
に
生
ま
れ
た
彼

は
、
病
に
倒
れ
た
父
の
代
わ
り
と
な
り
、

十
八
歳
で
五
人
家
族
の
大
黒
柱
と
な
っ

た
。
そ
ん
な
時
、
縁
あ
っ
て
出
島
の
オ

ラ
ン
ダ
人
の
も
と
で
コ
ッ
ク
見
習
い
や

洗
濯
の
仕
事
を
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ

れ
が
彼
の
運
命
を
決
定
づ
け
た
。

　

そ
の
後
、
オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
に
仕
え

な
が
ら
料
理
の
腕
を
磨
い
た
丈
吉
は
、

一
八
六
三
年
、
長
崎
市
伊
良
林
の
若
宮

稲
荷
神
社
の
そ
ば
に
日
本
で
初
め
て
の

西
洋
レ
ス
ト
ラ
ン
「
良
林
亭
」
を
開
業
。

丈
吉
は
二
十
四
歳
で
あ
っ
た
。

　

自
宅
を
改
装
し
た
店
は
わ
ず
か
六
畳

一
間
。
店
の
前
に
は
次
の
よ
う
な
貼
紙

が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

三
朱
と
は
現
在
の
金
額
に
し
て
一
万

三
千
円
ほ
ど
。
か
な
り
高
額
で
あ
る

が
、
良
林
亭
は
奉
行
所
か
ら
外
国
人
接

待
の
用
命
を
受
け
る
な
ど
し
て
、
大
い

に
繁
盛
し
た
。
開
業
の
翌
年
、
丈
吉
は

店
を
新
築
移
転
し
、
屋
号
を
「
自
遊

亭
」
に
改
称
す
る
と
と
も
に
、
料
理
代

金
も
値
上
げ
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
屋
号

を
「
自
由
亭
」
と
再
改
称
。一
八
七
八
年

に
は
市
内
に
洋
風
建
築
を
新
築
し
、
長

崎
を
訪
れ
る
各
国
の
貴
賓
が
休
憩
す
る

場
所
と
な
っ
て
い
た
。

　

さ
て
、
こ
の
頃
、
丈
吉
の
店
で
は
ど

ん
な
メ
ニ
ュ
ー
が
出
さ
れ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
？　

史
料
に
残
る
最
も
古
い
メ

ニ
ュ
ー
に
は
「
鶏
ス
ツ
プ
」「
牛
ヒ
イ
ト

リ
」「
豚
フ
ラ
ー
ト
」「
野
菜
ヲ
ー
ト
ル
ス

ト
ー
フ
」
な
ど
と
記
載
が
あ
る
。
名
前

を
聞
い
て
も
ど
ん
な
料
理
で
あ
っ
た
か

を
想
像
す
る
こ
と
が
難
し
い
が
、
ス
ツ

プ
は
ス
ー
プ
、
フ
ラ
ー
ト
は
焼
い
た

肉
、
ス
ト
ー
フ
は
蒸
し
料
理
で
あ
る
と

考
え
る
と
、
ぼ
ん
や
り
と
輪
郭
が
見
え

て
く
る
。

　

そ
の
後
、
丈
吉
は
関
西
へ
進
出
し
、

大
阪
に
自
由
亭
ホ
テ
ル
を
オ
ー
プ
ン
す

る
と
、
京
都
や
神
戸
に
も
西
洋
料
理
店

や
ホ
テ
ル
を
開
業
。
一
八
七
七
年
に
は

明
治
天
皇
へ
三
度
も
西
洋
料
理
を
献
じ

る
な
ど
、
活
躍
し
た
。
日
本
各
地
に
西

洋
料
理
を
広
め
た
丈
吉
だ
が
、
彼
は
大

阪
で
長
崎
の
春
の
風
物
詩
で
あ
る
ハ
タ

揚
げ
大
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
故
郷
を

忘
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
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1865年6月に撮影された出島（長崎大学附属図書館所蔵）
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市
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵

NAGASAKI
1840～1886

Jokichi Kusano

ながさき

物語
洋食
Western foods

in
Nagasaki

草
野
丈
吉

草　
料
理
代
　
御
一
人
前
金
参
朱

　
御
用
の
お
方
は
前
日
に

　
御
沙
汰
願
上
げ
ま
す

　
但
し
六
人
以
上
の
御
方
様
は

　
お
断
り
申
上
候

始
ま
り
は

六
畳
一
間
の

小
さ
な
レ
ス
ト
ラ
ン

の
じ
ょ
う
き
ち

く
さ

い

ら
ば
や
し

り
ょ
う
り
ん
て
い

長
崎

西
洋
料
理
発
祥
の
地


